
治
水
対
策
を
推
進
し
、よ
り

水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ

　

東
北
地
方
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
令
和
元
年
東
日
本
台
風

（
令
和
元
年
台
風
第
19
号
）
か
ら
１
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
台
風

来
襲
時
、
東
北
地
方
整
備
局
管
内
で
は
、
５
水
系
35
の
水
位
観
測
所
で

観
測
史
上
最
高
の
水
位
を
記
録
。
鳴
瀬
川
水
系
吉
田
川
（
宮
城
県
）
と

阿
武
隈
川
水
系
阿
武
隈
川
（
宮
城
県
・
福
島
県
）
の
２
河
川
で
は
堤
防

が
決
壊
す
る
な
ど
、
東
北
各
地
に
深
い
爪
痕
を
残
し
た
。
応
急
復
旧
を

経
て
、
本
年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
災
害
復
旧
事
業
な
ど
に
つい
て
、

東
北
地
方
整
備
局
の
國
友
優
河
川
部
長
に
取
り
組
み
を
伺
っ
た
。

防災・減災対策に貢献してまいります

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
等
に
お
い

て
、
県
土
木
部
が
管
理
す
る
公
共

土
木
施
設
等
が
受
け
た
被
害
は
、

災
害
査
定
の
結
果
、 

１
7
4
3
件
、 

約
7
1
2
億
円
に
の
ぼ
り
、
台
風
等

の
降
雨
被
害
で
受
け
た
査
定
の
決
定

額
で
過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
７
月
末
現
在
、
1
1
2
8
カ

所
で
着
工
し
て
お
り
、
う
ち
36
カ
所

が
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
1
日
も
早

い
復
旧
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
等
に
よ
る
災
害
を

踏
ま
え
、
総
合
的
な
防
災
・
減
災

対
策
の
強
化
を
目
的
に
、
令
和
６
年

度
ま
で
の
計
画
期
間
で
「
福
島
県
緊

急
水
災
害
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

集
中
的
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

被
災
箇
所
の
早
期
復
旧
だ
け
で
な

く
、
再
度
災
害
防
止
を
図
る
た
め
、

特
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
河
川
に

お
け
る
改
良
復
旧
事
業
、
河
川
断

面
を
拡
大
す
る
た
め
の
河
道
掘
削
や

伐
木
、
土
砂
災
害
対
策
事
業
等
を

重
点
的
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
は
、
住
民
の

適
切
か
つ
迅
速
な
避
難
行
動
を
促
す

た
め
、
危
機
管
理
型
水
位
計
や
監

視
カ
メ
ラ
の
増
設
、
洪
水
浸
水
想
定

区
域
の
早
期
作
成
・
公
表
等
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
県
民
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
、
国
や
市
町
村
等

と
連
携
し
て
、
治
水
対
策
等
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一般国道349号のうち、特に被災の大きかった丸森町耕野不動から大張
川張までの約８㎞は、現在の国道349号の位置での本復旧が困難なため、
別ルートで復旧を進める。
計画では、丸森町耕野不動地内を起点とし、現道の西側の山側をトンネ

ルや橋梁で貫き、同町大張川張を終点とする延長約６㎞、幅員７m、２車線
の道路を整備する。
工作物として起点側から橋梁（橋長35m）、トンネル（延長約1,600m）、トン

ネル（延長約80m）、トンネル（延長約80m）、橋梁（橋長180m）、トンネル（約
293m）、橋梁（115m）、トンネル（約1,865m）、橋梁（19m）を建設。このほか
1,700mの本復旧を行う。事業を進めるに当たっては従来、発注者が行ってき
た工事進捗計画の策定、工事進捗管理、事業工程管理などを発注者と一
体となって実施するPM（プロジェクトマネジメント）を導入し、円滑な業務進
捗を図る。

阿武隈川水系内川流域（内川、
五福谷川、新川）では、令和元年
東日本台風で土砂災害が発生し
た。このため、流域内に堆積した不
安定土砂等の再移動による二次
災害を防ぐため、直轄砂防災害関
連緊急事業として、五福谷川上流
部に強靭ワイヤーネット工、内川と
新川に床固工を整備しているほか、
下流域に砂防堰堤４基を新たに整
備する。さらに、内川流域の本格的
な土砂流出防止対策を実施するた
め、直轄特定緊急砂防事業として
約90億円を投入し、24年度までに
砂防堰堤群の新設・改築を行う方
針。
また、宮城県は、丸森町内15カ
所に砂防堰堤の新設を計画。災害
関連緊急砂防事業と砂防激甚災
害対策特別緊急事業の２事業を
活用し、22年度までに約52億円を
投入する。

―
 

令
和
元
年
東
日
本
台
風
は
、
東
北
地

方
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た

國
友　

東
北
地
方
整
備
局
管
内
で
は
、

鳴
瀬
川
水
系
吉
田
川
、
阿
武
隈
川
水
系

阿
武
隈
川
の
２
河
川
で
堤
防
が
決
壊
し

た
ほ
か
、
堤
防
越
水
や
溢
水
、
内
水
な

ど
に
よ
る
浸
水
も
発
生
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
被
災
箇
所
に
お
い
て
は
緊
急
復
旧
工

事
や
、
次
の
出
水
期
に
甚
大
な
被
害
が

発
生
す
る
恐
れ
が
極
め
て
高
い
宮
城
県

お
よ
び
福
島
県
管
理
区
間
の
堤
防
決
壊

箇
所
に
つ
い
て
権
限
代
行
に
よ
る
応
急
復

旧
工
事
を
行
う
な
ど
、
迅
速
に
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
取
り
組
み
を
進
め
ま

し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
と
並
行
し

て
、
決
壊
の
原
因
・
要
因
の
分
析
や
復

旧
方
法
を
検
討
す
る
有
識
者
か
ら
な
る

堤
防
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
指
導
・

助
言
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
国
、
県
、

市
町
村
で
構
成
す
る
減
災
対
策
協
議
会

等
に
よ
り
、
阿
武
隈
川
お
よ
び
吉
田
川

の
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定

し
ま
し
た
。
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
全
国
７
河

川
で
同
様
に
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
策
定
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
特
に

阿
武
隈
川
は
事
業
量
、
予
算
額
が
多
く
、

ま
た
事
業
期
間
も
長
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
関
係
者
が
力
を
合
わ
せ
、
着
実
に

事
業
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

阿
武
隈
川
、
吉
田
川
の
緊
急
治
水
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
内
容
は

國
友　

阿
武
隈
川
に
関
し
て
は
、
上
流

部
に
遊
水
地
群
を
整
備
し
ま
す
。
遊
水

地
群
の
整
備
予
定
区
間
は
、
福
島
県
が

管
理
し
て
い
た
た
め
、
７
月
１
日
付
で
玉

川
村
、
鏡
石
町
、
矢
吹
町
沿
川
の
約
５
・

６
㌔
㍍
を
国
管
理
区
間
に
変
更
し
、
国

が
管
理
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
後
、

遊
水
地
群
の
整
備
に
向
け
、
地
域
住
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
必
要
と
な
る
調

査
・
設
計
等
に
本
格
的
に
着
手
し
ま
す
。

　

吉
田
川
に
つい
て
は
、
堤
防
が
決
壊
し

た
箇
所
は
、
よ
り
安
全
度
を
高
め
る
法

線
に
変
更
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
地

域
の
方
々
に
し
っ
か
り
説
明
を
行
い
な
が

ら
、
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
先
行
し
て
事
業
中
の
遊
水
地
群
の

整
備
や
掘
削
・
築
堤
整
備
を
行
う
床
上

浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
も
し
っ
か
り

行
い
、
流
域
地
域
全
体
の
安
全
度
を
高

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

宮
城
県
丸
森
町
で
は
大
規
模
な
土
砂

災
害
が
発
生
し
ま
し
た

國
友　

阿
武
隈
川
水
系
内
川
流
域
は
、

同
時
多
発
的
な
豪
雨
に
よ
り
上
流
域
か

ら
流
出
し
た
多
量
の
土
砂
が
谷
出
口
よ

り
下
流
の
河
道
で
堆
積
す
る
こ
と
に
よ

り
、
河
床
上
昇
・
河
道
埋
塞
が
引
き
起

こ
さ
れ
、
土
砂
・
洪
水
氾
濫
が
発
生
し

ま
し
た
。
西
日
本
の
花
崗
岩
地
帯
で
は

時
々
起
こ
る
現
象
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
が

知
っ
て
い
る
範
囲
で
こ
の
よ
う
な
丸
森
町

で
発
生
し
た
よ
う
な
タ
イ
プ
の
土
砂
・

洪
水
氾
濫
と
い
う
現
象
が
起
き
た
の
は

東
北
で
は
初
め
て
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
宮
城
県
か
ら
の
要
望
を
踏
ま

え
、
渓
流
内
に
堆
積
し
た
不
安
定
土
砂

等
の
再
移
動
に
よ
る
二
次
災
害
を
防
ぐ

緊
急
的
な
対
策
と
し
て
直
轄
砂
防
災
害

関
連
緊
急
事
業
に
よ
り
下
流
に
強
靭
ワ

イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
工
、
床
固
工
を
台
風
シ
ー

ズ
ン
前
に
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
格
的
な
砂
防
事
業
に
つい
て
は
、

下
流
の
河
道
断
面
な
ど
詳
細
が
決
定

し
、
そ
れ
に
対
し
て
土
砂
供
給
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
よ
う
な
計
画
を
年
度
内
に
ま

と
め
、
５
カ
年
で
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
丸
森
町
の 

一 

般
国
道
３
４

９
号
が
の
り
面
崩
壊
お
よ
び
増
水
に
よ

る
路
肩
決
壊
な
ど
の
被
害
を
受
け
、
全

面
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。
土
石
流

が
発
生
し
、
道
路
を
寸
断
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
砂
防
事
業
は
、
居
住
地
を
守

る
、
人
の
命
を
守
る
た
め
の
事
業
と
し

て
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
道
路

な
ど
物
流
が
途
絶
え
る
こ
と
に
よ
る
地

域
経
済
の
影
響
も
し
っ
か
り
考
慮
し
、

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―

気
候
変
動
に
よ
る
水
災
害
リ
ス
ク
が

増
大
し
て
い
ま
す

國
友　

河
川
管
理
者
だ
け
で
は
な
く
、

国
、
県
、
市
町
村
、
企
業
、
住
民
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
関
係
者
に
よ
り
流
域
全
体
で

行
う
流
域
治
水
へ
転
換
す
る
た
め
、
先

ほ
ど
述
べ
た
７
水
系
で
の
緊
急
治
水
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
え
、
全
国
の 

一 

級

水
系
で
も
、
流
域
全
体
で
早
急
に
実
施

す
べ
き
対
策
を
「
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
示
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト 

一 

体
の
事
前
防
災
対
策
を
加
速
す
る
仕
組

み
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
東
北
地
方

に
は 

一 

級
水
系
が
12
水
系
あ
り
ま
す

が
、
河
川
整
備
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た

メ
ニュ
ー
、
ま
ち
づ
く
り
、
土
地
利
用
規

制
、
計
画
的
な
避
難
体
制
も
含
め
た
パッ

ケ
ー
ジ
を
本
年
度
内
に
策
定
し
ま
す
。

す
で
に
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
素
案

と
し
て
、
国
管
理
河
川
の
対
策
内
容
を

示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
素
案
を
ベ
ー
ス
に

各
水
系
で
協
議
会
を
設
置
し
、
議
論
を

進
め
、
し
っ
か
り
と
し
た
対
策
内
容
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
未
来
を
確
実

に
予
測
す
る
の
は
困
難
で
す
。
気
候
変

動
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
そ
の
内
容

は
常
に
見
直
し
、
流
域
全
体
の
安
全
・

安
心
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

―

建
設
業
界
に
望
む
こ
と
は

國
友　

建
設
業
界
の
方
々
は
、
わ
れ
わ

れ
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
建
設
業

界
の
方
々
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ

が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
達
成
で
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
定
的
に
経
営
し

て
い
た
だ
き
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

災
害
対
応
に
当
た
って
ほ
し
い
と
思
って
い

ま
す
。
た
だ
、
民
間
企
業
は
利
益
を
上

げ
な
け
れ
ば
存
続
で
き
ま
せ
ん
。
次
世

代
を
担
う
若
い
入
職
者
も
確
保
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ｉ-

Ｃｏｎｓ
ｔｒｕｃ
ｔ
ｉｏｎ
な
ど
に
よ
り

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
、
業
界
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
改
善

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
元
年
東
日
本
台
風（  

　  

）か
ら
１
年

令
和
元
年

台
風
第
19
号

〜
災
害
復
旧
事
業
が
本
格
化
〜

力
合
わ
せ
、着
実
に
事
業
推
進

阿
武
隈
川
上
流
に
遊
水
地
群

建
設
業
界
は
大
切
な
パー
ト
ナ
ー 令和元年東日本台風では建設業が応急復旧に当たった

再
度
災
害
防
止
へ
事
業
推
進

福
島
県
土
木
部
長
　

猪
股 

慶
藏

　

本
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
平
成
27

年
関
東
・
東
北
豪
雨
を
契
機
に「
災

害
に
強
い
川
づ
く
り
緊
急
対
策
事
業

ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、「
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

３
か
年
緊
急
対
策
」
等
の
予
算
も

積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
河
川

改
修
や
堆
積
土
砂
撤
去
、
支
障
木

伐
採
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
、
気
候
変
動
等

に
よ
り
自
然
災
害
が 

一 

層
、
頻
発

化
、
激
甚
化
し
て
お
り
、
昨
年
10

月
の
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
伴

う
豪
雨
で
は
、
県
内
各
地
で
観
測

史
上
最
大
の
降
雨
量
を
記
録
し
、

河
川
堤
防
の
決
壊
や
越
水
、
広
範

囲
に
お
け
る
浸
水
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
公
共
土
木
施
設
の

被
害
箇
所
は
1
7
3
3
カ
所
、
概
算

被
害
額
は
4
2
5
億
円
（
令
和
２

年
３
月
27
日
現
在
）
と
、
豪
雨
に

よ
る
被
害
と
し
て
は
昭
和
61
年
以

降
最
大
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な

る
豪
雨
災
害
対
策
の
加
速
化
を
図

る
た
め
、
今
年
度
「
新
・
災
害
に

強
い
川
づ
く
り
緊
急
対
策
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
堤
防
の
機

能
強
化
や
内
水
対
策
、
ダ
ム
貯
水

量
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
災
害
に
強

い
県
土
づ
く
り
の
構
築
に
向
け
た
取

り
組
み
を
向
こ
う
５
年
間
で
集
中

的
か
つ
緊
急
的
に
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

  

引
き
続
き
、
令
和
元
年
東
日
本

台
風
か
ら
の
早
期
復
旧
に
向
け
、

鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
た
ま
わ
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。                                                           

豪
雨
災
害
対
策
を
加
速
化

宮
城
県
土
木
部
長

佐
藤 

達
也
　

東
北
地
方
整
備
局 

國
友  

優 

河
川
部
長

■直轄権限代行・一般国道349号特定災害復旧等道路工事

山岳トンネル5本、橋梁4基を建設
■砂防事業

砂防堰堤で二次災害防止
阿武隈川水系阿武隈川では、国・県が連携し、築堤、河道掘削、遊
水地整備などの治水対策を概ね10年で行う。
全体事業費は約1,840億円（国＝約1,444億円、県＝約396億円）で、

内訳は災害復旧が約542億円（国＝約229億円、県＝約312億円）、改
良復旧に約1,298億円（国＝約1,214億円、県＝約84億円）。上流域
（福島県）では、直轄事業で遊水地群、河道掘削、堤防整備などを実
施。福島県管理区間では、深川、佐久間川などの堤防整備を行う。下
流域（宮城県）では、直轄事業で河道掘削、排水機場の電源二重化
のほか、権限代行で内川、五福谷川、新川で堤防整備および河道掘
削を実施。宮城県管理区間では、雉子尾川、半田川、小田川、高倉川
で河道掘削などを行う。

宮城県中央部を東西に流れる吉田川では今後、東北地方整備局を
はじめ宮城県や関係市町などが連携し、新たな「水害に強いまちづくり
プロジェクト」を推進していく。
全体事業費は約271億円（国＝約267億円、県＝約４億円）で、内訳

は災害復旧が約30億円（国＝約26億円、県＝約４億円）、改良復旧が
約241億円（国）。直轄事業では堤防整備、堤防復旧、河道掘削、県事
業では身洗川や小西川で堤防強化を実施する。

■阿武隈川緊急治水対策プロジェクト

■吉田川・水害に強いまちづくりプロジェクト

上流域に遊水地群を整備

約271億円を投入

阿武隈急行
阿武隈急行

阿武隈川阿武隈川

現道活用区間現道活用区間

宮
城
県
丸
森
町
耕
野
不
動

宮
城
県
丸
森
町
耕
野
不
動

宮
城
県
丸
森
町
大
張
川
張

宮
城
県
丸
森
町
大
張
川
張

国道349号丸森地区  延長6.0km国道349号丸森地区  延長6.0km

349

106

阿武隈川緊急治水対策プロジェクト 概略工程

宮城県内

福島県北

福島県中

上流遊水地群
そ の 他

2020年度
河道掘削
用地補償

護岸等復旧
本宮築堤

河道掘削

堤防復旧［5月30日完了済］
護岸等復旧
御代田築堤

堤防整備・橋梁架替
河道掘削

用地補償

遊水地事業（調査検討、用地調査補償含む）

治水対策検討

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

吉田川新たな水害に強いまちづくりプロジェクト 概略工程

東松島地区
松 島地 区
大 崎 地 区

大 郷 地 区

大 和 地 区
大衡地区（善川）
そ の 他

河道掘削

河道掘削

河道掘削

堤防復旧（調査検討・用地調査補償含む）
河道掘削

河道掘削

河道掘削・築堤

治水対策検討

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

仙台市若林区荒井東一丁目3-1（イーストフォート4F）
TEL.022（295）6555

 支部長　加藤善守 会長　佐藤和昭 支部長　安孫子健一 支部長　菅原稔郎

2020

本社／〒980-0803 仙台市青葉区国分町三丁目8-4
　　　TEL.022（224）5503  FAX.022（224）5509

 代表取締役　髙橋　郁
仙台市青葉区中央二丁目9-27（プライムスクエア広瀬通）
TEL.022（266）1275　FAX.022（281）8661

福島県伊達市霊山町掛田字中町27
TEL.024（586）1020  FAX.024（586）1016

東北支店

 常務執行役員支店長　加藤　康
東北営業所

東北営業所／〒980-0011 仙台市青葉区上杉二丁目3-7 Ｋ２小田急ビル
　　　　　TEL.022（261）2621  FAX.022（261）2623

所長　古舘　敦
ふる      だて                おさむ

この街をあなたとともに

代表取締役社長　深松　努

総合建設業

本　社　
〒981-0931 仙台市青葉区北山一丁目2-15　TEL.022（271）9211
県北営業所　
〒987-0511 登米市迫町佐沼字萩洗1-2-11　TEL.0220（23）2871

仙台市青葉区錦町一丁目1-31
TEL.022（263）1671㈹

熱海建設株式会社
 代表取締役　千葉嘉春

代表取締役　若生保彦

取締役　大友秀範

本　　　社／宮城県石巻市清水町二丁目3-3
　　　　　　TEL.0225（94）1111㈹
仙台営業所／仙台市青葉区本町三丁目4-18（太陽生命仙台本町ビル7F）
　　　　　　TEL.022（266）8801

地域の未来と環境を考える

ISO  9001
ISO14001
ISO45001
認証登録

　

代表取締役社長　八巻恵一
本社／福島県福島市泉字清水内1 TEL.024（557）1166㈹
支店／郡山・伊達・相双・仙台

霊山を未来に伝え歩む

総合建設業　福島県知事許可（特-29）第1448号

有限会社 大友組
代表取締役社長　横山　佳弘

本　　社／福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字辻前12-2
　　　　　TEL.0240（34）5101　FAX.0240（34）3047
URL http://www.yoko-ken.com/

ISO9001:14001認証取得
地域と共に歩み
　　　　地域発展に貢献する

総合建設業
技術で信頼にお応えして113年　ISO認承（KHK ISOセンター）品質・環境

総合建設業 国土交通大臣許可（特）第528号

地域とともに豊かな人間環境の未来をつくる・マルセグループ

関場建設株式会社
本社／南相馬市原町区錦町一丁目１番地　電話（0244）25-2525㈹
ホームページ http : //www.sekiba.co.jp   Eメール sekiba@sekiba.co.jp

一級建築士事務所知事第1006号
宅地建物取引業知事（6）第1948号
製 材 工 場 J L I R A－B・15・09
産業廃棄物処理業知事第44906号 マルセ・グループ

下水道更生（日本SPR工法協会）
橋の保全（橋端改良技術協会）
横河システム建築（横河ビルダー）
法面土留・護岸（ブランチブロック工法協会）

〒980-0021 仙台市青葉区中央1-6-35 東京建物仙台ビル16F
TEL.022（261）0404  FAX.022（261）0414

執行役員東北支社長　向田　昇
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